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　本年6月16日、応急復旧工事が完了した中能登農道橋（ツイン
ブリッジのと）は、車両片側交互通行ではあるものの暫定的に供用
を開始した。能登島にある観光施設へのアクセスが向上するだけで
なく、奥能登の復旧復興のための作業や支援に携わる人々の宿泊場
所の選択肢が格段に上がる。「何よりも『心の距離』が縮まること
がうれしい」という地元の声は、中能登農道橋が市民生活に欠かせ
ないものとなっていることを如実に物語っている。そういう意味で
は、この暫定的供用は復興への大きな架け橋だ。

（関連質問：原田一則議員　山添和良議員）
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６　月
会　議
の概要

第１回
臨時会
の概要

　令和7年度七尾市議会定例会6月会議は、6月10日（火）から6月26日（木）までの17日間の　令和7年度七尾市議会定例会6月会議は、6月10日（火）から6月26日（木）までの17日間の
会期で行われました。会期で行われました。
　今会議では、１４名の議員が市政一般について質問を行いました。　今会議では、１４名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、議会提出の議会議案１件および議案１２件、報告４件が市長より提出され、　議案等については、議会提出の議会議案１件および議案１２件、報告４件が市長より提出され、
審査の結果、全ての議案と報告は可決および承認されました。（報告７件は議決不要）。審査の結果、全ての議案と報告は可決および承認されました。（報告７件は議決不要）。
　最終日の６月２６日には、追加議案５件、同意案１件、意見書提出による議会議案１件について　最終日の６月２６日には、追加議案５件、同意案１件、意見書提出による議会議案１件について
も提出され、すべて可決および同意されました。も提出され、すべて可決および同意されました。
　また、今定例会の会期は、令和７年6月１０日から令和７年９月３０日までの１１３日間とすること　また、今定例会の会期は、令和７年6月１０日から令和７年９月３０日までの１１３日間とすること
が決まりました。が決まりました。

主な事業の内容主な事業の内容

令和７年度七尾市一般会計補正予算（第２号）、令和７年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

被災者等支援事業

【議案第４号、第16号】

　　住まいの復旧支援事業費･･････････12億3,000万円
住まいの日常生活に必要不可欠な修繕に対する支援
　　　　　　　　　　　　（準半壊・一部損壊世帯）
内容：対象工事費（応急修理制度補助金分除く）の20％
　　（上限30万円）

　　住まいの再建支援事業費･･････････14億5,050万円
住まいの再建・修繕に対する支援（半壊以上世帯）
内容：新築・購入　上限200万円（子育て世帯250万円）
　　　　　　修繕　上限100万円（子育て世帯125万円）

災害復旧事業

過年発生公立学校施設災害復旧事業費･･･23億3,183.5万円
　田鶴浜小学校の校舎改築に係る災害復旧工事
　（田鶴浜放課後児童クラブ分含む）

物価高騰対策

家計等支援事業費･･･････････････････････5,803.5万円
　水道料金（基本料金）の免除に係る経費
　※期間：令和7年8月～10月（３か月間）

新

新

議案第４号　令和７年度七尾市一般会計補正予算（第２号）議案第４号　令和７年度七尾市一般会計補正予算（第２号）
議案第16号　令和７年度七尾市一般会計補正予算（第3号） 議案第16号　令和７年度七尾市一般会計補正予算（第3号） 
　 総額２３２億５，７２２万５千円  を可決！　 総額２３２億５，７２２万５千円  を可決！
　今回の補正予算では、国が創設した「能登創造的復興支援交付金」や県の「令和６年能登半島地震復興基　今回の補正予算では、国が創設した「能登創造的復興支援交付金」や県の「令和６年能登半島地震復興基
金」を活用し被災者支援を充実させるほか、復興公営住宅の建設や田鶴浜小学校の改築、その他災害復旧に必金」を活用し被災者支援を充実させるほか、復興公営住宅の建設や田鶴浜小学校の改築、その他災害復旧に必
要な費用などを計上する。さらに住宅の再建や耐震化に対する支援を充実させるほか、国の「重点支援地方交付要な費用などを計上する。さらに住宅の再建や耐震化に対する支援を充実させるほか、国の「重点支援地方交付
金」を活用した物価高騰対策を行う。金」を活用した物価高騰対策を行う。

　令和７年度第１回七尾市議会臨時会は、令和７年５月23日（金）の１日間の会議期間で行われ、議案第　令和７年度第１回七尾市議会臨時会は、令和７年５月23日（金）の１日間の会議期間で行われ、議案第
１号「工事請負契約の締結について」を含む議案３件が提出され、審査の結果、すべての議案は可決され１号「工事請負契約の締結について」を含む議案３件が提出され、審査の結果、すべての議案は可決され
ました。ました。

【議案第１号】　工事名　令和７年度南ケ丘地区大規模盛土滑動崩落防止工事　　【議案第１号】　工事名　令和７年度南ケ丘地区大規模盛土滑動崩落防止工事　　
【議案第２号】　工事名　七尾市緊急防災情報告知システムデジタル同報系整備工事【議案第２号】　工事名　七尾市緊急防災情報告知システムデジタル同報系整備工事
【議案第３号】　工事名　【議案第３号】　工事名　令和７年度 ６災６１号七尾市和倉温泉運動公園（テニスコート）都市災害復旧工事令和７年度 ６災６１号七尾市和倉温泉運動公園（テニスコート）都市災害復旧工事

第１回臨時会において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第1号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第2号 工事請負契約の締結について 可決

令和7年度第１回臨時会　採決結果一覧表
■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第3号 工事請負契約の締結について 可決
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◆◆委委　員員　長／木下 美也子　　長／木下 美也子　　◆◆副委員長／髙橋 正浩副委員長／髙橋 正浩
◆◆委　　員／西川 英伸、山崎 智之、永崎 陽委　　員／西川 英伸、山崎 智之、永崎 陽

◆◆委委　員員　長／江曽ゆかり　　長／江曽ゆかり　　◆◆副委員長／原田一則副委員長／原田一則
◆◆委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、中西庸介委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、中西庸介

◆◆委委　員員　長／佐藤喜典　　長／佐藤喜典　　◆◆副委員長／瀨戸三代副委員長／瀨戸三代
◆◆委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄

【議案第4号】
令和７年度 七尾市一般会計補正予算（第2号）
◆リーダー的職員（トレーナー）の養成研修について

問この研修の目的を伺う。
答目的は2点あり、職員同士の信頼関係を深め、職員が働きやすい環
境をつくる事と、職員同士の対話交流と改善提案により市役所内の
現状の課題を改善する事を目的としている。そのために、対話のファ
シリテーションができ、そして組織内の職員に対する勉強会等の自
主運営を行える「トレーナー」を育成するための研修である。
問トレーナーとなる職員の負担が大きいのではないか。
答養成の段階で一時的に職員の負担が増えるのは承知している。

【議案第4号】
令和７年度七尾市一般会計補正予算（第2号）
◆七尾美術館管理費について

問七尾美術館屋上防水等改修工事の追加の計上額が大きすぎる。　
復旧工事をしていく中でさらに雨漏り箇所が見つかったとのことだ
が、当初で気が付かなかったのか。
答災害復旧工事をしている中で、雨漏りの原因となる箇所をさらに発
見した。雨漏りの箇所を特定するのは難しく、大きな面的に直すこと
が必要となったため、1,599万4千円の計上となった。

【議案第4号】
工事請負契約について
◆和倉温泉運動公園（テニスコート）の復旧工事について

問大規模な大会を開催している市外県外の同規模テニスコートに比
べ、雨天時の排水能力が著しく低いことを、現場の声を含めて認識し
ているか。

答6面ずつ4ブロックのうちの一部で排水が若干悪いことは伺ってい
る。復旧工事の際に暗渠の工事等を踏まえてしっかりと話をしてい
きたい。

総務企画

教育民生

産業建設

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

主な審議内容

主な審議内容

　各常任委員会に付託を受けた議案および予算決算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に
下記内容が議論されました。

 秘書人事課としては、所属課長に対して、市全体の組織としての改善
の取り組みである点の理解を求めた上で、研修へ参加する職員への
配慮を求めていきたい。
問業者選定はどのように行うのか。
答複数の事業者に参加していただけるよう他の事業者の意見も聞き
ながら、改めて仕様を定め、７月から８月にかけて公募型のプロポー
ザルにより選定する。

【議案第15号】
財産の取得について
◆児童生徒学習用端末について

問１台あたりの金額はいくらか。また、何台購入予定か。
答1台当たり47,000円と消費税がかかる。2,864台を購入する予定
としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
9月30日までに随時学校へ導入していく予定である。

【議案第4号】
令和７年度七尾市一般会計補正予算（第2号）
◆なかじま猿田彦温泉いやしの湯の設備修繕について

問設備修繕が無駄にならないよう、また、指定管理料の範囲で運営努
力していただきたいと考えるがいかがか。
答民間のノウハウを活かした集客に努めてもらえるようにしていきた
い。

【６月会議】
委員会付託　・議案３件
　　　　　　・報告１件
分科会分担　・議案２件

【６月会議】
委員会付託　・議案５件
分科会分担　・議案５件
　　　　　　・報告２件

【６月会議】
委員会付託　・議案２件
　　　　　　・報告１件
分科会分担　・議案３件

【第１回臨時会】
委員会付託　・議案２件
分科会分担　・なし

【第１回臨時会】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・なし

【第１回臨時会】
委員会付託　・なし
分科会分担　・なし

６月会議

６月会議

第1回臨時会 ６月会議
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、
応
急
修
理
制
度
を
利
用
し
て
い
る

世
帯
も
こ
の
制
度
を
使
用
で
き
、
既
に
修
理
が
終
わ
っ
て
い
る
住
宅
に
対

し
て
も
支
援
を
適
用
す
る
。
期
限
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
修
理
を
終
え
る

こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
が
、
延
長
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
見
て
柔
軟
に
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

②
市
の
独
自
の
上
乗
せ
と
し
て
、
高
校
生
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯
は
増
額
し
、

手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

一
般
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問
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5 議会だより

■
観
光
推
進
に
つ
い
て

観
光
客
の
受
入
れ
体
制
の
充
実
を
！

 

①
能
登
島
地
区
の
観
光
推
進
を
図
る
た
め
に
、
観
光
客
の
受
入
れ
体
制
の

充
実
が
必
要
で
あ
る
。
地
震
発
生
か
ら
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
農
道
長

崎
17
号
線
、
18
号
線
の
交
通
に
支
障
を
来
し
て
い
る
雑
木
に
つ
い
て
の
調
査
、
伐

採
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　

②
旅
行
割
商
品
の
発
行
に
つ
い
て
、
３
月
会
議
の
答
弁
で
は
、
観
光
誘
客
に
は

非
常
に
有
効
な
手
段
だ
が
、
宿
泊
施
設
の
再
開
の
状
況
が
違
う
た
め
、
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
て
実
施
す
る
の
が
課
題
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
夏
、
秋
に
向
け
、
市
独

自
の
制
度
設
計
を
組
み
、
宿
泊
施
設
を
応
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

①
交
通
に
支
障
と
な
る
枝
な
ど
の
状
況
調
査
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
調
査
を
実
施
し
、
８
月
末
の
通
行
止
め
解
除
ま
で
に
交
通
の
支
障

と
な
る
枝
な
ど
の
伐
採
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

②
石
川
県
で
、
能
登
観
光
の
支
援
策
と
し
て
、（
仮
称
）
能
登
応
援
割
の
開
始

を
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
独
自
の
旅
行
支
援
の
対
策
は
、
県
の
動
向

や
ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と
の
開
通
に
よ
る
効
果
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
等
を
見

極
め
た
上
で
、
効
果
的
な
旅
行
割
商
品
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

質答

■
学
力
向
上
の
一
方
策
と
し
て

英
語
検
定
受
験
料
の
補
助
制
度
を
！

現
在
、
全
国
各
自
治
体
で
英
語
検
定
受
験
料
の
補
助
制
度
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
。
生
徒
が
自
ら
の
英
語
力
を
把
握
し
強
化
し
て
い
く
こ

と
で
学
力
の
向
上
に
資
す
る
と
い
う
の
が
補
助
制
度
導
入
自
治
体
の
趣
旨
と
な
っ

て
い
る
。
七
尾
市
の
生
徒
の
語
学
力
の
現
状
も
踏
ま
え
て
、
同
様
の
制
度
を
導
入

す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
に
あ
っ
て
、
国
際
共
通
語
で
あ
る
英
語
力

の
向
上
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
市
内
４
中
学
校
に
お
い
て
も
英
語
検
定

受
験
を
勧
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
七
尾
市
の
令
和
６
年
度
に
お
け
る
中
学
３

年
生
の
英
語
検
定
３
級
以
上
の
取
得
率
は
30
．2
％
で
あ
り
、
中
能
登
教
育
事
務
所

管
内
の
市
町
平
均
と
比
較
し
て
4
．3
％
下
回
っ
て
い
る
。

　

英
語
検
定
は
、
英
語
能
力
の
客
観
的
な
証
明
だ
け
で
は
な
く
、
取
得
に
向
け
て

学
習
へ
の
意
欲
向
上
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、
受
験
料
の
補
助
制
度
は
学
力
向
上
の

一
方
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
制
度
導
入
に
向
け
た
財
源

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

質答

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。 令和7年度定例会6月会議

原田 一則 議員
（灘会）

木下 美也子 議員
（無会派）



6議会だより

Q&   A議員の 市の

■
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

整
備
地
域
選
定
に
お
い
て
、
十
分
な
考
慮
を
！

避
難
生
活
の
長
期
化
に
伴
い
、
一
日
も
早
い
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
が
切
実

に
望
ま
れ
て
い
る
。
整
備
地
域
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
被
災
者
の
生
活

圏
や
交
通
の
利
便
性
、
医
療
、
福
祉
施
設
の
近
接
性
等
を
十
分
に
考
慮
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
の
整
備
計
画
と
市
と
し
て
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。

復
興
公
営
住
宅
の
整
備
予
定
地
域
に
つ
い
て
は
、
入
居
希
望
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
入
居
し
た
い
地
区
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
い
る
。

そ
の
調
査
内
容
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
建
設
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
や

利
便
性
、
交
通
の
便
や
買
物
、
病
院
の
位
置
な
ど
十
分
に
配
慮
し
、
建
設
場
所
を

決
定
し
て
い
る
。

　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
市
有
地
で
あ
る
小
丸
山
市
営
住
宅

の
跡
地
、
旧
田
鶴
浜
保
育
園
、
旧
中
島
中
学
校
跡
地
、
中
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
熊
木
分
館
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
能
登
島
定
住
促
進
住
宅
の
横
に
整
備
を
進
め
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
住
宅
の
入
居
期
間
は
、
小
丸
山
団
地
は
令
和
８
年
８
月
頃
、
旧

田
鶴
浜
保
育
園
、
中
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
熊
木
分
館
は
令
和
９
年
３
月
頃
、

旧
中
島
中
学
校
、
能
登
島
定
住
促
進
住
宅
横
は
令
和
９
年
６
月
頃
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
民
有
地
な
ど
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
整
備
場

所
を
検
討
し
、
全
て
の
復
興
公
営
住
宅
を
令
和
10
年
４
月
頃
の
入
居
を
目
指
し
て

整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
公
立
能
登
総
合
病
院
・
看
護
師
に
つ
い
て 

看
護
師
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、
次
の
３
点
伺
う
。　

①
看
護
師
不
足
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て　

②
看
護
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
つ
い
て　

③
看
護
師
不
足
が
影
響
し
て
起
き
得
る
問
題
に
つ
い
て

①
正
規
職
員
３
１
４
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
31
人
、
計
３
４
５
人
の
看

護
師
が
在
職
し
、
昨
年
度
の
離
職
者
は
、
結
婚
に
よ
る
転
居
な
ど
６
人
で

離
職
率
は
1
．
9
％
、
全
国
平
均
の
11
．
3
％
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
採
用
の
見
通
し
に
つ
い
て
懸
念
は
あ
る
が
、
令
和
８
年
度
の
第
１
回
採
用
試

験
で
、
募
集
人
員
15
人
程
度
に
は
満
た
な
か
っ
た
も
の
の
相
当
数
受
験
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

②
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
職
員
の
満
足
度
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

こ
と
が
離
職
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
育
児
支
援
と
し
て
男
性
職
員
を
含
め
た

育
児
休
暇
の
取
得
推
進
、
各
病
棟
な
ど
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
新
人
看
護
師
臨

床
研
修
、
能
登
北
部
病
院
の
新
人
看
護
師
も
含
め
た
合
同
実
習
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
新
人
看
護
師
の
離
職
者
は
こ
こ
数
年
一
人
も
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

③
仮
に
当
院
で
看
護
師
不
足
が
生
じ
る
と
、
病
棟
の
勤
務
体
制
の
確
保
が
難
し

く
な
り
、
入
院
の
受
入
れ
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
非
常
事
態
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
、

住
民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
維
持
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
実
習
生
の
受
入
れ
、
看
護
養
成
施
設
へ
の
訪
問
、

就
学
資
金
の
貸
与
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
等
に
よ
り
看
護
師
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
し
、
安
定
し
た
病
院
経
営
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

一
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7 議会だより

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
能
登
震
災
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
免
除
の
期
限
延
長
に
つ
い
て

弱
者
の
為
に
、
立
ち
直
る
時
間
を
！

先
行
き
が
不
透
明
で
、
か
つ
仕
事
も
な
い
、
金
も
な
い
、
終
の
棲
家
も
決

ま
っ
て
い
な
い
中
、
病
院
代
だ
け
は
無
料
と
い
う
事
で
心
が
和
ら
ぐ
面
が

あ
っ
た
。
国
は
３
か
月
延
長
と
発
表
し
て
い
る
が
、
６
月
末
日
が
期
限
で
あ
る
七

尾
市
は
、
９
月
末
日
ま
で
延
長
す
る
の
か
伺
う
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
住
宅
が
半
壊
以
上
の
罹
災
判
定
を

受
け
た
方
々
に
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
分
免
除
を
実
施
し
て
お
り
、
期
間

は
６
月
末
ま
で
と
し
て
い
る
。
７
月
以
降
に
つ
い
て
、
県
内
の
各
市
町
は
、
財
政

状
況
な
ど
に
よ
り
延
長
し
な
い
こ
と
で
足
並
み
が
揃
っ
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

理
由
と
し
て
、
国
保
会
計
の
状
況
で
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
こ

と
で
被
保
険
者
数
が
大
幅
に
減
り
、
保
険
税
収
が
減
少
す
る
中
、
医
療
費
は
増
大

傾
向
で
あ
る
。
他
に
も
同
じ
国
保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
の
場
合
で
、
在
住
の
市

町
に
よ
っ
て
窓
口
負
担
の
有
無
が
あ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ

る
。

　

実
際
、
県
内
19
市
町
の
う
ち
、
13
市
町
で
令
和
７
年
度
か
ら
保
険
税
の
引
上
げ

を
実
施
し
、
医
療
費
の
増
加
に
伴
う
財
源
の
確
保
に
か
じ
を
切
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
当
市
の
国
保
会
計
に
お
い
て
は
、
医
療
費
が
増
大
し
て
い
る
中
で
保
険
税

の
据
置
き
を
行
っ
て
お
り
、
収
支
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
そ
の
も
の
の
状
況
や
周
辺
自
治
体
等
の
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
被
災
者
を
対
象
と
し
た
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
一
部
負
担
の

免
除
は
６
月
ま
で
と
し
、
延
長
し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
、
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

■
能
登
創
造
的
復
興
支
援
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て 

交
付
金
と
復
興
基
金
を
組
み
合
わ
せ
て
、
効
果
的
な
活
用
を
！

七
尾
市
の
復
興
に
お
け
る
最
重
要
課
題
の
一
つ
が
和
倉
温
泉
の
機
能
回
復

で
あ
り
、
和
倉
温
泉
の
事
業
関
係
者
の
方
々
や
商
工
会
議
所
、
そ
し
て
七

尾
市
役
所
が
総
力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
挑
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
和
倉
温
泉
の
復

興
支
援
と
し
て
こ
の
交
付
金
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
今
後

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

能
登
創
造
的
復
興
支
援
交
付
金
は
、
石
川
県
に
５
０
０
億
円
が
交
付
さ
れ
、

そ
の
う
ち
七
尾
市
に
は
26
億
８
，０
０
０
0
万
円
余
り
が
配
分
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
交
付
金
の
活
用
と
し
て
、今
回
の
６
月
補
正
予
算
で
は
、準
半
壊
・

一
部
損
壊
の
住
ま
い
の
修
繕
支
援
や
、
被
災
宅
地
等
の
復
旧
支
援
事
業
の
上
乗
せ

分
に
係
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
交
付
金
を
活
用
し
た
和
倉
温
泉
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
和
倉
温
泉

創
造
的
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
を
実
施
し
、
和

倉
温
泉
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン
の
具
現
化
に
向
け
た
事
業
計
画
を
県
を
通
じ
て
国
に

提
示
し
、
交
付
金
の
活
用
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
、
交
付
金
の
活
用
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
随
時
予
算
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

交
付
金
の
使
い
道
に
関
し
て
は
、
今
、
各
自
治
体
で
ど
の
よ
う
な
も
の
に
使
う

か
と
い
う
よ
う
な
要
望
等
を
県
で
集
約
し
な
が
ら
、
精
査
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
が
変
わ
る
ご
と
に
必
要
な
も
の
と
い
う
の

は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
っ
て
お
り
、
段
階
ご
と
に
必
要
な
こ
と
を
要
望
し
て
い
き

た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

答

答

令和7年度定例会6月会議

瀨戸 三代 議員
（無会派）

髙橋 正浩 議員
（無会派）

和倉温泉和倉温泉
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Q&   A議員の 市の

■
能
登
和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

参
加
希
望
者
の
声
に
応
え
再
開
せ
よ
！

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と
の
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
、
能
登
和

倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
再
開
が
期
待
さ
れ
る
。
再
開
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
ラ
ン
ナ
ー
は
多
い
。
ま
た
、
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
能
登
の
復
旧
復
興

に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
。
そ
う
し
た
参
加
希
望
者
の
声
に
応
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
と
こ
ろ
で
、「
能
登
和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
復
活
に
期

待
し
て
い
る
」
と
就
任
挨
拶
し
て
い
た
星
野
弘
幸
副
市
長
の
出
身
地
で
お
こ
な
わ

れ
た
「
新
潟
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
」
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に

向
け
参
加
料
の
一
部
を
寄
付
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
支
援
の
思
い
に
応
え
る
意
味

で
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
能
登
和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
再
開
を
期
待
し
た
い

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

マ
ラ
ソ
ン
の
ル
ー
ト
と
な
る
ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
と
や
湾
岸
道
路
な
ど
の

道
路
は
、
通
行
で
き
る
も
の
の
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
ひ
び
割
れ
や
路
面
の

で
こ
ぼ
こ
、
路
面
と
路
肩
に
段
差
が
残
る
な
ど
、
大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
る
に
は

大
変
危
険
な
状
況
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
宿
泊
先
の
問
題
や
マ
ラ
ソ
ン
の
発
着
点
で
あ
る
和
倉

温
泉
に
つ
い
て
も
、
営
業
が
再
開
さ
れ
て
い
な
い
旅
館
も
多
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
近
日
中

に
、
能
登
和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
組
織
委
員
会
を
開
催
し
、
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
イ
ン
フ
ラ
（
上
下
水
道
）
の
老
朽
化
対
応
に
つ
い
て

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
な
い
よ
う
更
新
整
備
を
！

上
下
水
道
設
備
に
お
け
る
老
朽
化
問
題
、
そ
れ
に
加
え
て
能
登
半
島
地
震

の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

　

今
後
、
人
口
減
少
に
伴
う
家
庭
用
の
有
収
水
量
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る

が
、
現
在
の
下
水
処
理
場
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
伺
う
。

上
下
水
道
施
設
の
更
新
計
画
は
、
施
設
の
耐
用
年
数
や
点
検
報
告
書
、
老

朽
化
状
況
を
考
慮
し
て
、
優
先
順
位
を
定
め
て
施
設
の
更
新
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
は
、
災
害
復
旧
工
事
を
優
先
し
て
行
っ
て
お
り
、
耐
震
化
工
事
も
兼
ね

て
い
る
。
今
後
も
上
下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
図
る
た
め
、
災
害
復
旧

箇
所
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
更
新
計
画
に
基
づ
き
老
朽
化
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
汚
水
量
や
使
用
量
が
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
維
持
管
理
費

用
の
削
減
の
た
め
、
処
理
場
の
統
合
や
機
器
類
の
更
新
時
に
は
現
状
の
汚
水
量
に

合
わ
せ
た
機
器
に
よ
る
更
新
を
行
っ
て
い
る
。
処
理
場
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
か
け
て
田
鶴
浜
地
区
、
中
島
地
区
の
一
部
で
実
施

し
て
い
る
。

　

本
年
度
以
降
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
管
の
災
害
復
旧
状
況
を
見
な
が
ら
、

田
鶴
浜
地
区
で
は
吉
田
処
理
場
を
田
鶴
浜
処
理
場
へ
、
中
島
地
区
で
は
北
免
田
、

藤
瀬
処
理
場
を
中
島
処
理
場
へ
統
合
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

今
後
も
下
水
道
事
業
会
計
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
処
理
場
の
統
合
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

答

答

山添 和良 議員
（市民クラブ）

永崎　陽 議員
（新政会）

令和7年度定例会6月会議
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
減
災
・
復
興
支
援
策
に
つ
い
て

防
災
の
分
野
に
女
性
の
視
点
を
！

①
防
災
の
分
野
に
お
い
て
も
男
女
共
同
参
画
の
視
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
地
方
防
災
会
議
へ
の
女
性
参
画
に
つ
い
て
、
国
が
目
標
と
す
る
30
％

の
達
成
を
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
望
で
臨
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

　

②
い
ま
だ
に
市
営
住
宅
は
、
友
人
同
士
や
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
入
居
は
で
き

な
い
。
多
様
な
生
き
方
に
対
す
る
理
解
促
進
は
当
然
の
こ
と
、
復
興
公
営
住
宅
入

居
時
に
は
、
制
度
実
施
が
必
要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

①
防
災
・
減
災
対
策
に
女
性
の
視
点
を
積
極
的
に
取
入
れ
て
い
く
た
め
、

防
災
会
議
を
構
成
す
る
関
係
団
体
に
、
女
性
委
員
の
登
用
を
働
き
か
け
、

委
員
構
成
の
見
直
し
を
進
め
る
。

　

目
標
の
30
％
が
現
実
の
も
の
に
な
る
よ
う
、
次
回
の
任
期
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

②
現
在
、
友
人
同
士
や
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
入
居
に
つ
い
て
の
問
合
せ
や
相

談
が
な
い
た
め
考
え
て
は
い
な
い
が
、
今
後
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の
入
居
に
つ
い

て
の
問
合
せ
や
相
談
が
あ
れ
ば
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
な
か
じ
ま
猿
田
彦
温
泉
い
や
し
の
湯
の
再
開
に

向
け
た
対
応
に
つ
い
て

施
設
再
開
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
4
点
を
伺
う
。　
　

①
再
開
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
進
捗
に
つ
い
て

②
指
定
管
理
者
の
不
在
と
体
制
再
構
築
の
遅
れ
に
つ
い
て

③
市
に
よ
る
直
営
・
暫
定
運
営
の
可
能
性
に
つ
い
て

④
今
後
の
再
開
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
見
通
し
に
つ
い
て

①
能
登
半
島
地
震
以
降
に
休
館
、
令
和
６
年
３
月
に
当
時
の
指
定
管
理
者

に
対
し
不
可
抗
力
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
。
再
開
に
向
け
、
令

和
６
年
７
月
に
受
電
池
を
復
旧
し
、施
設
へ
の
通
電
が
可
能
と
な
り
、温
泉
・

空
調
・
給
水
の
設
備
稼
働
確
認
を
順
に
実
施
し
、
修
繕
が
必
要
な
箇
所
の
特
定
を

行
っ
て
き
た
。

　

②
指
定
管
理
を
す
る
た
め
に
施
設
の
復
旧
が
必
要
で
あ
り
、
修
繕
が
必
要
な
箇

所
の
特
定
や
、
工
事
内
容
の
協
議
、
管
理
方
法
の
検
討
な
ど
に
時
間
を
要
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

③
改
め
て
検
討
し
た
が
、
人
員
配
置
や
専
門
的
な
施
設
管
理
体
制
が
必
要
な
た

め
、
直
営
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

④
営
業
再
開
に
向
け
た
施
設
の
復
旧
工
事
費
な
ど
に
つ
い
て
順
次
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
６
月
２
日
か
ら
は
指
定
管
理
候
補
者
の
公
募
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
指
定
管
理
候
補
者
が
決
ま
れ
ば
、
９
月
会
議
に
お
い
て
、
指
定

管
理
料
の
補
正
予
算
並
び
に
指
定
管
理
者
の
指
定
の
議
案
を
上
程
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
後
、
指
定
管
理
者
と
協
定
の
締
結
後
、
営
業
再
開
時
期
な
ど
を
協

議
の
上
、
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
単
な
る
入
浴
施
設
で
は
な
く
、

地
元
の
方
々
に
と
っ
て
情
報
交
換
や
人
と
人
と
が
触
れ
合
え
る
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
市
と
し
て
一
日
も
早
く
再
開
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

山花　剛 議員
（無会派）

江曽 ゆかり議員
（無会派）

令和7年度定例会6月会議
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Q&   A議員の 市の

■
和
倉
温
泉
の
復
旧
に
向
け
て
の
現
況
に
つ
い
て

和
倉
温
泉
へ
対
す
る
思
い
を
伺
う
！

和
倉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
く
、
経
済
も
破
綻
状
況
で
あ
る
。
和

倉
に
出
入
り
を
し
て
い
る
食
料
関
係
、
飲
料
関
係
、
そ
の
他
多
く
の
関
係

者
か
ら
も
悲
鳴
を
聞
く
。
市
長
の
和
倉
に
対
す
る
強
い
思
い
を
伺
う
。

　

ま
た
、
６
月
の
議
案
に
お
い
て
、
和
倉
温
泉
に
関
連
し
た
案
件
が
あ
ま
り
反
映

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
所
見
を
伺
う
。

和
倉
温
泉
は
当
市
の
み
な
ら
ず
、
能
登
の
観
光
の
拠
点
で
あ
り
、
和
倉
温

泉
の
復
興
な
く
し
て
能
登
の
復
興
は
な
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
護
岸
や
道
路
な
ど
の
大
規
模
な
復
旧
工
事
や
旅
館
の
公
費
解
体

な
ど
に
つ
い
て
、
国
・
県
の
協
力
も
得
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
当
初
予
算
で
、
和
倉
温
泉
運
動
公
園
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、
そ
し
て
、
和
倉
温
泉
湯
っ
足
り
パ
ー
ク

な
ど
の
観
光
交
流
施
設
の
復
旧
工
事
費
を
計
上
し
、
そ
れ
を
着
実
に
進
め
て
い

る
。
今
後
も
、
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
や
わ
く
ら
千
年
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
復
興
に
係
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
誘
客
促
進
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た

様
々
な
取
組
を
行
い
、
引
き
続
き
一
日
も
早
い
和
倉
温
泉
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
、
強
い
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

質答

西川 英伸 議員
（市民クラブ）

■
住
ま
い
の
課
題
に
つ
い
て

公
費
解
体
に
お
け
る
関
係
者
の
情
報
共
有
を
！

罹
災
証
明
を
基
に
市
、
災
害
総
合
支
援
窓
口
、
構
造
物
解
体
協
会
の
元
請

業
者
、
現
場
に
来
る
下
請
業
者
、
こ
の
間
で
意
思
の
疎
通
が
も
っ
と
図
ら

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
公
費
解
体
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
石
川
県
構
造
物
解
体

協
会
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
市
民
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

申
請
書
類
の
審
査
を
受
理
し
た
後
、
申
請
者
御
本
人
に
よ
る
立
会
い
を
い

た
だ
き
、
解
体
対
象
物
の
特
定
、
工
事
費
積
算
の
た
め
の
測
量
な
ど
を
行

う
事
前
立
会
い
を
実
施
し
て
い
る
。
事
前
立
会
い
の
結
果
に
よ
り
、
申
請
内
容
の

修
正
・
変
更
な
ど
が
生
ず
る
も
の
、
周
辺
状
況
に
よ
っ
て
直
ち
に
解
体
が
で
き
な

い
よ
う
な
事
案
も
あ
る
。　
　
　
　

　

ま
た
、
工
事
費
用
の
積
算
に
つ
い
て
は
、
日
本
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
復
興
支

援
協
会
か
ら
の
算
定
内
容
方
法
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
で
き
た
も
の
か
ら
、
石
川
県
構
造
物
解
体
協
会
に
対
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
、
解
体
撤
去
を
指
示
す
る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

構
造
物
解
体
協
会
で
は
、
市
か
ら
の
指
示
書
に
基
づ
い
て
、
順
次
、
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
申
請
者
と
の
間
で
工
事
着
手
日
程
の
調
整
、
解

体
に
係
る
諸
手
続
の
準
備
が
整
い
次
第
、
解
体
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
、
申
し
上
げ
た
流
れ
に
つ
い
て
は
、
つ
か
さ
つ
か
さ
で
申
請
者
の
方
に
案
内
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
申
請
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
案
内
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

申
請
の
受
理
か
ら
解
体
に
着
手
、
完
了
す
る
ま
で
、
い
ろ
ん
な
方
々
が
携
わ
る

の
で
、
情
報
共
有
と
い
う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

質答

湯元の広場にある涌浦乃湯壺湯元の広場にある涌浦乃湯壺

中西 庸介 議員
（新政会）

令和7年度定例会6月会議
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6月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第4号 令和７年度七尾市一般会計補正予算（第２号） 可決
議案
第5号

令和７年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算（第
１号） 可決

議案
第6号

令和７年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正予
算（第１号） 可決

議案
第7号 令和７年度七尾市水道事業会計補正予算（第１号） 可決
議案
第8号 令和７年度七尾市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決
議案
第9号 七尾市税条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第10号

七尾市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の
基盤強化のための固定資産税の課税の特例に関する条例
の一部を改正する条例について

可決

議案
第11号

七尾市本社機能立地促進のための固定資産税の課税の
特例に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第12号

七尾市能登島生涯学習総合センター条例の一部を改正す
る条例について 可決

議案
第13号

七尾市農村多目的集会施設条例の一部を改正する条例
について 可決

議案
第14号

「農地・農業用施設災害復旧事業に関する基本協定の締
結について」の議決の一部変更について 可決

議案
第15号 財産の取得について 可決
議案
第16号 令和７年度七尾市一般会計補正予算（第３号） 可決
議案
第17号 令和７年度七尾市水道事業会計補正予算（第２号） 可決

議 会 議 案 名 採決結果
議会議案
第1号 七尾市議会委員会条例の一部を改正する条例について 可決
議会議案
第2号 脳脊髄液漏出症患者救済に関する意見書 可決

議 　 案 　 名 採決結果

同意案
第1号

人権擁護委員の推薦について
■中村　洋子　　■荒巻　幸子　　■延命　喜美子
■津田　康子　　■岡島　新治

同意

令和7年度定例会6月会議　採決結果一覧表
■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第18号

七尾市議会議員及び七尾市長の選挙における選挙運動
用ポスターの作成の公営に関する条例及び七尾市議会議
員及び七尾市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の
公営に関する条例の一部を改正する条例について

可決

議案
第19号

七尾市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について 可決

議案
第20号

「工事委託契約の締結について」の議決の一部変更につ
いて 可決

報告
第1号

令和６年度七尾市一般会計補正予算（第１４号）の専決処
分の報告について 承認

報告
第2号

令和７年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補正
予算（第１号）の専決処分の報告について 承認

報告
第3号

七尾市税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告
について 承認

報告
第4号

七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決
処分の報告について 承認

会派名
（無会派は議員）

灘　会 新政会 あすなろ 市民クラブ （無会派） （無会派）
今田　勇雄
垣内　武司
山崎　智之
原田　一則

永崎　　陽
中西　庸介
徳田　正則

木下　敬夫
瀨戸　三代
木戸奈諸美
(～10月)

佐藤　喜典
山添　和良
西川　英伸

木下　敬夫
（11月～3月） 髙橋　正浩

交 付 決 定 額 1,440,000円 1,080,000円 630,000円 1,080,000円 150,000円 360,000円
支 出 総 額 459,697円 423,755円 103,720円 487,445円 57,960円 20,900円
調 査 研 究 費 387,280円
研 　 修 　 費 178,760円
広 　 報 　 費 32,576円
広 　 聴 　 費
要請・陳情活動費 401,430円 103,720円 207,040円 51,660円
会 　 議 　 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費 58,267円 36,475円 69,069円 6,300円 20,900円
人 　 件 　 費
事 務 所 費

会派名
（無会派は議員）

（無会派） （無会派） （無会派） （無会派） （無会派）

瀨戸　三代
（11月～3月）

山花　　剛 江曽ゆかり 木下美也子 和田内和美

交 付 決 定 額 150,000円 360,000円 360,000円 360,000円 360,000円
支 出 総 額 0円 130,170円 50,000円 54,827円 0円
調 査 研 究 費
研 　 修 　 費 50,000円
広 　 報 　 費 130,170円
広 　 聴 　 費
要請・陳情活動費 51,860円
会 　 議 　 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費 2,967円
人 　 件 　 費
事 務 所 費

令和６年度　七尾市議会政務活動費　収支報告一覧
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議　会　の　動　き

4月 15日 北信越市議会議長会評議員会・定期総会（長岡市）

23日 議会運営委員会

28日 能登繊維振興協会通常総会（中能登町）

5月 7日 全国伝統工芸品振興市議会協議会定期総会
（東京都）

14日 志賀原子力発電所視察（志賀町）

19日 全国温泉所在都市議会議長協議会役員会
・総会（東京都）

20日 全国市議会議長会定期総会（東京都）

七尾港整備・振興促進協議会総会

21日 石川県市議会議長会中央要望（東京都）

23日 議会運営委員会

全員協議会

令和７年度第１回臨時会

29日
～31日

3委員会合同行政視察（宮城県仙台市、塩竃
市）

6月 2日 全員協議会

予算決算常任委員会協議会

6日 議会運営委員会

6月 10日 のと里山空港利用促進議員連盟総会（金沢市）

10日
～26日 令和７年度定例会６月会議

18日 議会運営委員会

19日 議会運営委員会

20日 議会運営委員会

26日 全員協議会

予算決算常任委員会協議会協議会

議会改革特別委員会

議会だより編集委員会

30日 能登五市議会議長会定期総会（珠洲市）

7月 7日 議会運営委員会

能越自動車道建設促進期成同盟会総会
（富山県高岡市）

10日 日本海六県港湾都市議会協議会役員会・総会
（秋田県男鹿市）

11日 能登総合開発促進協議会理事会・総会
（金沢市）

14日 のと里山空港利用促進協議会総会（輪島市）

　わかりやすく親しみやすい
議会だよりをめざして編集作
業をおこなっていますが、市
民の皆様に満足していただい
ているかどうかが気になると

ころです。右側にありますＱＲコードを読み
とっていただいてアンケートにお答えいただ
ければ幸いです。皆様の思いに寄り添いより
関心の高い議会だよりになるよう努力いたし
ますので、よろしくお願いいたします。

編 集
後 記

編集委員長　山添　和良

山添 和良  議員

【在職 15年】

山崎 智之  議長

【在職 15年】
議員活動を称える (議員表彰 )

　山崎議長、山添議員に対し、市議会議員として長
年の功績が称えられ、「全国市議会議長会」、「北
信越市議会議長会」及び「七尾市議会」から、表彰
状と記念品が贈られました。

議会だより編集の参考にするため
アンケートにご協力をお願いします
　アンケートの所要時間は１分程度（３問）
です。下のＱＲコードからアクセスできます。
　また、アンケートについては、個人情報等
の入力はございませんので、気軽にアンケー
トへのご協力をお願い
いたします。


